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西新宿五丁目中央北地区市街地再開発組合（新宿区、理事長：若村 雅司）が、事業を推進して参りまし

た「西新宿五丁目中央北地区第一種市街地再開発事業（以下「本事業」）」につき、新築工事の起工式が本日

５月１２日（月）に行われ、１９９２年の「けやき橋地区まちづくり有志会」発足以来、２０年余りの時を

経て工事の本格着手に至りましたのでお知らせします。 

本事業は、新宿駅の西側約１．２ｋｍ圏に位置する「西新宿五丁目中央北地区（以下「本開発区域」）」に

おける、施行区域面積約１．５ｈａの市街地再開発事業です。本開発区域内に集会施設や事務所、公園等を

配する施設計画としており、中心となるのはマンションとしては日本 高階数※１となる６０階建、都内

高となる高さ※２２０８．９７ｍ※３、総戸数９７６戸の超高層タワーマンションです。富士山を望む、西新

宿の新たなランドマークとなります。※１ ㈱不動産経済研究所調べ ※２ ㈱不動産経済研究所調べ ※３ 建物 高高さ 

 本開発区域を含めた西新宿五丁目地区では、複数の再開発事業、防災街区整備事業の構想が検討されてお

り、東京都が取り組む「木密地域不燃化１０年プロジェクト」の不燃化特区に指定されています。木造住宅

が密集し防災上の課題を抱えた状況でしたが、本事業の推進により、防火・耐震性能の強化や火災時の緊急

車両の往来改善等の防災面の飛躍的な向上を遂げ、良好な居住環境と利便性を併せ持った地区へと発展しま

す。 

本開発区域の超高層タワーマンションには制振装置を採用しているほか、地域防災倉庫を設置、敷地内に

は多くの緑と広場を備えた約１，９００㎡の公開空地が整備されます。これらにより、地域のコミュニティ

形成や、帰宅困難者の支援などの防災拠点としての機能を備えた施設として、地域にも貢献して参ります。 

本事業には、三菱地所レジデンス株式会社、相鉄不動産株式会社、丸紅株式会社が参加組合員として参画

しており、本開発区域内の超高層タワーマンションの住宅を保留床として取得し、今後販売を予定しており

ます。株式会社フジタは、１９９８年から本事業の事業協力者として再開発のノウハウを提供し、２００６

年より特定業務代行者として本事業の推進を支援するとともに、施設建築物等の設計・監理・施工を担当し

てまいります。 

マンションの販売スケジュールに関しては、本日５月１２日（月）に物件専用サイトオープン、今秋より

モデルルームオープンを予定しています。 

 

マンションとして日本最高階数６０階建・都内最高層２０８．９７ｍ・全９７６戸 

 超高層タワーマンションを中心とした 

「西新宿五丁目中央北地区第一種市街地再開発事業」始動
～西新宿エリア再開発 不燃化特区エリア内に、緑豊かな住宅街区誕生～ 

【建物完成予想図】



◆事業スケジュールおよび今後の予定 
１９９２年 ６月 「けやき橋地区まちづくり有志会」発足 
１９９５年 ２月 有志会を母体に「西新宿五丁目中央地区まちづくり推進会」発足 
１９９７年 １月 「西新宿五丁目中央地区市街地再開発準備組合」発足 
２００３年 ７月 「西新宿五丁目中央北地区市街地再開発準備組合」発足 
２００８年 ４月 地区計画の都市計画決定 
２００８年 ７月 第一種市街地再開発事業の都市計画決定 
２０１１年 ３月 「西新宿五丁目中央北地区市街地再開発組合」設立認可 
２０１３年 ３月 権利変換計画認可 
２０１３年 ５月 工事着手（除却・インフラ工事含む） 
２０１４年 １月 建築準備工事着手 
２０１４年 ５月「（仮称）西新宿ＨＯＭＥＴＯＷＮプロジェクト」専用サイトオープン 
２０１４年 秋  モデルルームオープン（予定） 
２０１７年 秋  全体工事完了（予定） 
 
◆主な事業関係者 
施 行 者：西新宿五丁目中央北地区市街地再開発組合 

参 加 組 合 員：三菱地所レジデンス株式会社 
          相鉄不動産株式会社 
          丸紅株式会社 
特定業務代行者：株式会社フジタ 

三菱地所レジデンス株式会社 
コンサルタント：株式会社ＩＮＡ新建築研究所 
設 計 ・ 監 理：株式会社フジタ首都圏支社一級建築士事務所 
施 工：株式会社フジタ 
 
※特定業務代行者とは 
市街地再開発事業において、民間事業者の持つ資金調達能力、専門的な知識・経験・ノウハウを活用し、

円滑な事業推進を図る為、保留床（権利者が権利変換によって取得した床以外の部分）処分について責任を

持つことを条件に、建築等の工事施工を含む業務を代行する制度です。 
 
◆事業概要 
事 業 名 称 西新宿五丁目中央北地区第一種市街地再開発事業 
施 行者名称 西新宿五丁目中央北地区市街地再開発組合 
施行区域面積 約１．５ｈａ 

施設概要 
地 区 Ａ１地区 Ａ２地区 Ａ５地区 
敷 地 面 積 約７，５３０㎡ 約８４０㎡ 約９８０㎡ 
建 築 面 積 約３，０９０㎡ 約３３０㎡ 約２２０㎡ 
延 床 面 積 約１０３，９０８㎡ 約７７０㎡ 約８１７㎡ 
規 模 鉄筋コンクリート造 

一部鉄骨造 
地上６０階地下２階建 
高さ 約２００ｍ 

鉄骨造 
 
地上２階地下１階建 
高さ 約１０ｍ 

鉄筋コンクリート造 
 
地上４階建 
高さ 約２０ｍ 

主 な 用 途 住宅９７６戸（事業協力者住戸含む）

店舗等 
集会施設 事務所 

※Ａ３地区：広場新設 Ａ４地区：公園新設 

※内容につきましては今後変更となる場合があります 

 

 



【位置図】 

 

【コミュニケーション・ビジュアル】 
本事業では、マンションにつき「（仮称）西新宿ＨＯＭＥＴＯＷＮプロジェクト」と題し、西新宿エリアや

本物件についての魅力を発信する広告を展開してまいります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



※参考：東京都「木密地域不燃化１０年プロジェクト」とは 
東京には、道路や公園等の都市基盤が不十分なことに加え、老朽化した木造建築物が多い木造住宅密集地

域（以下「木密地域」）が山手線の外周部を中心に多く広がっております。（都内約１６，０００ｈａ ２３

区面積の約２５％）東京都は２０１２年１月に首都圏直下地震の切迫性や東日本大震災の発生を踏まえ、「木

密地域不燃化１０年プロジェクト」実施方針を策定し、木密地域を燃え広がらない・燃えないまちにする取

り組みを行っています。 
その取り組みの一つとして、本開発区域を含めた西新宿五丁目地区は、不燃化の促進のため、東京都と新

宿区が連携し、不燃化のための特別の支援を行う新たな制度（不燃化推進特定整備地区（不燃化特区））の

指定を本年４月１日に受けております。 
地区北側では、本開発地域を含めた複数の再開発事業、防災街区整備事業をコア事業として促進させると

ともに、地区南側では、税減免などの不燃化特区の支援制度を活用して不燃化建て替えを促進することとし

ており、地域全体として、災害に強い安全なまちづくりを加速して参ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【参考：西新宿五丁目地区 不燃化特区 整備方針図 東京都ＨＰより】 
 

以 上 

 


